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諫早市社会福祉協議会だより

内容

稲作体験

餅つき

米作り感謝祭

餅つき大会

米づくりと餅つき大会

もち米づくり

米作りに取り組もう

卒業記念餅つき

学校名

真津山小学校

上諫早小学校

みはる台小学校

森山東小学校

飯盛西小学校

高来西小学校

湯江小学校

森山中学校

小野小学校 餅つき体験 ～ひとり暮らし高齢者に配付～

寒さ深まる12月。学校の中庭から、イチ、ニ、サン、

イチ、ニ、サンと子供たちの掛け声が響きます。

12月8日、郷土愛を育み福祉教育の推進を目的に小

野小学校で餅つき体験が行われました。

使用したもち米は、5年生の児童が籾まきから脱穀

まで、地域の方の協力を得ながら収穫したものです。

水田を借用し、子供たちに苗の育て方を指導したの

は、土井賢一郎さん（川内町）。

「小野地区の伝統を引き継ぎたい。つきたての餅をひ

とり暮らしの高齢者に配付することは素晴らしい取り

組みで自分も何か地域に貢献できれば」という思いで、

9年前からこの活動に参加しています。

今回の体験には、地域住民や保護者など約100名が

参加協力し、児童と一緒に餅つきを行いました。

出来上がった餅は、希望するひとり暮らしのお年寄

に、子供たちの思いがこもった手紙を添えて届けられ

ます。

小野小学校の餅つき体験の他にも、高齢者や障害者

のある方との交流、地域の伝統を引き継ぐ体験学習等、

様々な「福祉教育」が諫早市内の学校で行われていま

す。

福祉教育とは、「 ふ だんの く らしの し あわせ」

の実現に向けて考えることです。様々な人との出会い

やふれあいを通して、人はみんな違うということを認

め合い、共に生きていく力をつけていくことが大切で

す。大人との関わりだけでなく、クラスの仲間との関

係においても、お互いの様々な違いを認め合い、排除

しない仲間づくりにつながっていきます。

学校と地域が一体となって行う活動は、地域の方と

の交流だけではなく、一緒に学校生活を送る仲間に対

する思いやりも育みます。これからも学校への支援を

通して、地域のつながりの強化、福祉教育の推進に努

めてまいります。

この時期ならではの地域との交流活動を行っている
福祉教育推進事業協力校を紹介します

この広報紙は、皆さまから寄せられた会費、共同募金・寄付金などで作成しています
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お互い助け合う「感謝」の気持ちと「諫早市社会福祉協議会」の意味を込めて
名付けました。末永く皆さまに愛される広報紙を目指しています。



諫早市社会福祉大会
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・オレオレ詐欺 ・訪問販売詐欺 ・認知症症状 ・地域の互助 ・老人会活動
・地域共生助け合い ・訪問診療 ・社会福祉法人の地域支援活動
・地区社協食事サービス ・介護保険認定調査 ・安否確認

などをわかりやすく劇仕立てにしました。
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。
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が
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が
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な
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と
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賜
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ご
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と
い
た
し
ま
す
。

日 時 令和2年2月19日（水）
○開場／午後1時～ ○開演／午後1時30分～～
○閉会／午後4時

会 場 諫早文化会館 大ホール
日 程 午後1時30分～ 式典 ・諫早市社会福祉協議会表彰

・出口ボランティア表彰
午後2時35分～ 活動発表および特別公演

（飯盛町“地域共生助け合い隊”の活動
発表を盛り込んでいます！）
発表者：地域演劇で町づくり実行委員会

代表 藤本八重子 氏
演 題：「長寿時代をどう生きる！

～おたがいさまの助け合い～」

たくさんの皆様のご来場を
お待ちしております‼

※手話通訳・要約筆記を行います
※託児コーナーあります（要予約）

～ひろげよう！「お互いさま」の愛・言葉～
第15回 諫諫早早市市社社会会福福祉祉大大会会

入場無料

かんしゃ2月号（2020年）
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地域福祉センター上山荘で「高齢者美術

手工芸作品展」を開催しました。

この作品展は、高齢者の日ごろの創作活

動による作品を展示することにより、高齢

者の創作意欲の向上を図り、生きがいを高

める目的に毎年開催しています。

今年度は、諫早市内の施設から212点の

力作が出展され、延べ792人の見学者が訪

れました。

日 時 令和2年3月8日（日）
13：30～15：30

内 容 「災害ボランティア活動者として
の基礎知識」

講師 日野ボランティア・ネットワーク
山下 弘彦 氏

会 場 諫早市社会福祉会館
2階 多目的ホール
諫早市新道町948番地

主 催 社会福祉法人諫早市社会福祉協議会

対 象 者 次のいずれかに該当する高校生以上の者
①市内に在住する者
②市内の事業所に勤務する者
③市内の高等学校または大学に在学す
る者

定 員 100人
参 加 費 無料
申込方法 電話もしくはFAX
申込期限 令和2年2月26日（水）
申 込 先 社会福祉法人諫早市社会福祉協議会

電話24‐5100 FAX24‐5101

★あなたの力を活かしてみませんか

令令和和元元年年度度 諫諫早早市市民民災災害害ボボラランンテティィアア講講座座
近年、地震や台風、豪雨など自然災害が各地で発生している。被災地で被災者の生活を戻すた

めの様々な活動を担うのが災害ボランティアである。被災地の支援にはこのボランティア活動が
欠かせないものとなっている。
本講座では、災害ボランティアとして活動するための心構えや活動前に準備しておくこと、災

害ボランティアセンターでの手続きなどを伝えることで、災害時に現地で円滑に活動ができるボ
ランティアの育成を図る目的で開催する。

況盛大
「夢」や「ぬくもり」
のある作品に感動
～高齢者美術手工芸作品展～

かんしゃ2月号（2020年）
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諫早市社会福祉協議会
Facebookを開設しております♪最新情報を発信中!!

日 程 長崎会場
○日時／令和2年2月22日（土）

午後1時～4時
○会場／長崎総合福祉センター

佐世保会場
○日時／令和2年2月15日（土）

午前の部 午前10時30分～12時30分
午後の部 午後1時30分～3時30分

○会場／アルカスSASEBO

豆知識講座
『医療と介護 お気軽座談会』
在宅医療ってなあに？
～最後まで自分らしく暮らすために～

お楽しみ講座
太極拳（気功）

令和元年度 福祉・介護の就職合同面談会のご案内
福祉の仕事を希望している方はどなたでも参加できます。詳しくはホームページでご確認ください。

問い合わせ先 長崎県社会福祉協議会 福祉人材研修センター
住所：〒852‐8555 長崎市茂里町3‐24
TEL：095‐846‐8656

自宅で医療と介護を受けながら、自分らしく生活
できる「在宅医療・介護」とはどのようなものかを
一緒に考えます。諫早市在宅医療・介護連携支援セ
ンターの職員がお話します。
日 時 令和2年2月13日（木）

午前10時30分～11時30分
場 所 上山荘2階研修室
対象者 諫早市内に在住する60歳以上の方（20名程度）
参加費 上山荘の入館料として160円
申 込 2月6日（木）までに上山荘23‐2488まで申

し込みください

講 師 願能良一 先生
日 時 令和2年2月7日（以降14・21・28日）（金）

午前11時～12時30分
場 所 上山荘多目的スペース
対象者 諫早市に在住する60歳以上の方（20名程度）
内 容 健康寿命を延ばすための太極拳・気功と入

浴
服装等 運動ができる服装 入浴用のタオル
参加費 上山荘の入館料として160円
申 込 1月31日（金）までに上山荘23‐2488まで申

し込みください

ご寄付ありがとうございました
令和元年12月1日～令和元年12月31日受付分
次の皆さまから、心温まるご寄付をいただきました。
ご厚志に沿うよう地域福祉事業のため大切に使わせ

ていただきます。

香典返し
▼神﨑 篤美 様（有喜町）【亡父 文義 様】
▼森 則男 様（永昌町）【亡母 テルエ 様】

篤志寄付
▼ばらの幼稚園育友会（山川町）
▼株式会社 夢グループ（東京都文京区）

令和元年度台風第19号災害義援金寄付者（12月受付分）
▼（株）昭和堂 礎の会
上記寄付者以外にも、諫早市社会福祉協議会が設置する募金箱に多数の

義援金のご協力をいただいております。ありがとうございます。

諫早市社会福祉協議会だより「かんしゃ」では、広報紙に関するご意見、地域で行われる福祉活動や行事の情報を皆さまから募集しています。

社会福祉法人 諫早市社会福祉協議会
〒854-0045 諫早市新道町948番地
TEL0957-24-5100 FAX0957-24-5101
ホームページ http://isahaya-shakyo.jp

（諫早市社会福祉協議会で検索ください）

集
行
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発

22月月ののふふれれああいい福福祉祉相相談談
日常生活における様々な心配ごと・悩みごとなど、

何でもおたずねください。

財産、権利擁護など、法律上の悩みごとなどをおた
ずねください。

月曜日～金曜日
（祝祭日を除く）
午前10時～午後3時
ふれあい福祉相談センター
（諫早市社会福祉会館内）
【専用電話】23‐7022

開 設 日

開設時間

場 所

一
般
相
談

印
刷：

㈱
昭
和
堂

上山荘

2月21日（金） 弁護士

午後1時30分～4時
諫早市社会福祉協議会
電話 24‐5100

開 設 日

開設時間

場 所

無
料
専
門
相
談
※専門相談は、10日前までに予約をお願いします。
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